
断食
だんじき

について解答
かいとう

 

 ラマダーン月
つき

の断食
だんじき

は皆、大人人々
みんなおとなひとびと

のために義務
ぎむ

とされておりてます

 意志
いし

：断食
だんじき

について意志
いし

は 絶対 必要
ぜったいひつよう

です。ある人
ひと

が　暁
あかつき

から日没
にちぼつ

まで　飲食
いんしょく

や 性的
せいてき

な 慎
つつし

んだとしても、意志
いし

がなければ断食
だんじき

にはなりません。

 断食
だんじき

の時刻
じこく

：　暁
あかつき

から 日没
にちぼつ

まで、この 時刻
じこく

 の 間
あいだ

に　一秒
いちびょう

でも 遅
おそ

く 又
また

は早
はや

く 飲食を
いんしょく

したら、 断食
だんじき

が無効
むこう

になり

ます

 断 食
だんじき

をする 間
あいだ

に禁止
きんし

された事
こと

は：1.食
た

べ物
もの

2.飲
の

み物
もの

3. 夫婦
ふうふ

の性 交
せいこう

(性 的
せいてき

)。 

 断 食
だんじき

に免 除
めんじょ

されてる人 々
ひとびと

は：１．患 者
かんじゃ

(*)、2.旅 行
りょこう

する、 3.月 経
げっけい

が出
で

てる場合
ばあい

(共通理由他
きょうつうりゆうほか

もある)。 

 断食
だんじき

を無効
むこう

にしないものは次
つぎ

の通
とお

りです：1. 注 射
ちゅうしゃ

の場合
ばあい

 2.点 滴
てんてき ばあい

の 場合  ３. 口 紅
くちべに

の 場合
ばあい

 4．

血液検査
けつえきけんさ

 
め

5.目の中 に 薬 を
なか くすり

を
い ばあい

入れる場合 ６．シャワーをする場合
ばあい

  7．香水
こうすい

を吹
ふ

き付
つ

ける煙無
けむりな

しの物
もの

  

 断食
だんじき

を無効
むこう

にするものは次
つぎ

の通
とお

りです：1.鼻の中に
はな

薬を
なか　　くすり

入
い

れる場合
ばあい

 2.耳
みみ

の中に薬
なか　　くすり い ばあい

を入れる場合 3．タバ
たばこ

コを

吸
す

う場合
ばあい

 4．断食中
だんじきちゅう

月経
げっけい

が出
で

る場合
ばあい

 

だんじきちゅう

に望
のぞ

ましくないこと 1.歯磨
はみが

きや歯磨
はみが

き粉
こ

の使用
し よ う

、もし歯磨
はみが

きや歯磨
はみが

き粉
こ

、喉
の ど

に入
は

いったら断食
だんじき

は無効
む こ う

になりま

 断食

 断食中

す。

だんじき

につて用語
ようご

：1.せへり： 暁
あかつき

の前
まえ

に何
なに

か飲食
いんしょく

することの名前
なまえ

はセヘリ
せへり

です。 

2.イフタ
いふた

ール
る

：日没
にちぼつ

の後
あと

に何
なに

か飲食
いんしょく

することの名前
なまえ

はイフタ
いふた

ール
る

です。 

3.カザ
かざ

ー：ラマザ
らまざ

ーン
ん

月の間
つきのあいだ

に逃
のが

した断食
だんじき

のことをラマザ
らまざ

ーン
ん

月
つき

の後
あと

にやり直
なお

すこと名前
なまえ

です。4.カッファ
かっふぁ

ーラ
ら

：ラマザ
らまざ

ー

ン
ん

月
つき

の間
あいだ

に断食
だんじき

は始
はじ

められてこいに破
やぶ

ったら場合
ばあい

大
おお

きな罰
ばつ

が降
お

りる名前
なまえ

です 

5.フィディヤ：年上

としうえ

の人々

ひとびと

は現在

げんざい

断食

だんじき

するの能力

のうりょく

( 力

ちから

)も持

も

てない、そして 能力

のうりょく

( 力

ちから

)が入

はい

る可能性

かのうせい

もない場合

ばあい

で

す。 

(*)病気
びょうき

は断食
だんじき

の時刻
じこく

の間
あいだ

に飲食
いんしょく

と薬
くすり

に我慢
がまん

できない場合
ばあい

、この病気
びょうき

で死
し

ぬ可能性
かのうせい

が高
たか

い又
また

は病気
びょうき

が強
つよ

くな

る可能性

かのうせい

も高

たか

い場合

ばあい

です. 

詳
くわ

しいことを聞
き

きたい場合
ば あ い

は連絡
れんらく

をお待ちしています。 
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